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各国宇宙機関およびJAXAの動向

新規文書につき、現在情報を収集中。

【概要】
本推奨規格は、宇宙機の追跡運用を支援する際に利用する相互支援伝送サービスの一部であるフォワードフレームサービス
（FF-CSTS）を規定している。

【内容】
FF-CSTSは、固定長または可変長のトランスファーフレーム、および固定長のチャネルアクセスデータユニット（CADU）を追跡支援
を行う側の地上局等に伝送し、必要に応じて暗号化などを行った後、宇宙機などのユーザノードに転送するサービスである。

対応する可変長のトランスファーフレームには、TC（CCSDS 232.0-B-3）、および可変長USLP（CCSDS 732.1-B-1）があり、一方、固定長の
トランスファーフレームには、 AOS（CCSDS 732.0-B-3）、および固定長USLP（CCSDS 732.1-B-1）がある。

図1：FF-CSTSの提供・生成（トランスファーフレーム設定）

FF-CSTSは、以下の2つの処理モードのいずれかで動作する。

 シーケンス制御データ処理モード
（sequence-controlled data processing mode）
プロバイダがSL-PDUを受信する順序と、SL-PDUの送信時

間窓について、ユーザが制限を設けることができる。
ユーザには各SL-PDUの供給・処理状況を通知する。

 バッファデータ処理モード（buffered data processing mode）
スループットを最大化するため、SL-PDUのフローに対して
規制を行わない。スループットが増加した場合は、複数の
SL-PDUを単一のフォワードバッファに置くことで対応する。
ユーザには異常なSL-PDUのみ通知する。

SL-PDU: トランスファーフレームまたはCADUのいずれかを表す

トランスファーフレームを使用した場合の、FF-CSTSを提供・生成
するプロセスを図1に示す。


